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気づく、考える、行動する
長崎・松本　康佑　
　「気づく、考える、行動する」
　これは、担任の先生がぼくたちに対してよく言われる言葉だ。六年生は、言われて動くのではなく、まずはまわりを見て友だちの気持ちやまわりの状況に「気づく」。次に、自分たちは何をどうすればいいかを「考える」。そして、善いことだ、するべきだと思ったら自分から「行動する」。このことをいつも言われている。

　学校では、友だちが困っていたら助けるようにしているし、ぼくは学校の運営委員なのでみんなの手本になることは率先して取り組むように心がけているつもりだ。しかし、夏休みのキャンプの時に、先生から、

「まわりの人や手伝ってくださっている大人の人に迷惑をかけないように、考えて行動すること。」

という話を聞いて、ハッとした。先生の言われていることができていないと感じたことがあったからだ。

　今年の夏休み、六年生のキャンプは学校から少しはなれたキャンプ場であり、クラスのみんなで路線バスに乗ってキャンプ場まで移動した。

　最初は貸し切りバスのような感じで、バスの乗客はぼくたちだけだった。バスの中で、楽しさのあまりみんな大きな声でさわぎ出したのである。恥ずかしいことにぼくも大きな声で友だちと楽しく話していた。

　そこに、一人の高校生がバスに乗ってきた。路線バスなので一般のお客さんも乗ってくる。その高校生は、乗ってきたしゅん間、バスの中を見て少しいやそうな顔をしていたことにぼくは気づいた。なぜなら、バスの中はぼくたちが占領していて座る席もなく、おまけにさわがしい。こんなバスには誰も乗りたくないと思うはず。

　バスの中がさわがしくて、他人に迷惑をかけていることぼくは気づいた。注意した方がいいかなあと考えたが、その場の雰囲気にのまれてみんなに静かにするように注意するという行動ができなかった。「気づく、考える、行動する」の「行動」まではいけなかったのである。自分の意志の弱さを感じた。
　このように「気づく、考える、行動する」ことは、学校生活のこと、六年生のことだけでなく、普段の生活においても大切なことだと思う。

　例えば、この夏休みもぼくらと同じ十代の人の事件がいくつかテレビや新聞で報道されている。他県において中学生を含むグループが友だちを殺害してしまった事件や、いじめが原因で自殺してしまった中学生のことも新聞で目にした。

　この二つの事件も、だれかまわりの人が様子がおかしい、やってることはおかしいということに気づいていたのではないだろうか。

　もしもそれに気づいていても、どう考えたのか、行動に移せなかったのか、それはわからない。しかし、大切な問題である。だれかが勇気を出して悪いことに「悪い」と言ったり「やめろ」と注意したり行動に移すことができれば、このような犯罪や自殺は起こらなかったのではないだろうか。

　今年のキャンプはとても楽しかったが、ぼくは今、バスの中でのできごとを少し後悔している。気づいて、考えるところまではぼくにもできる。しかし、行動することまではできていない。それには、ほんの少しの勇気も必要である。小さなことではあるが、改めて「気づく、考える、そして行動する」ことは、人として大切なことであることを実感した。
　これからも、まわりの人の気持ちや状況にまずは「気づく」、そしてどうしたらよいか「考える」、さらに勇気を出して「行動する」ことができる人間をめざしてがんばっていきたい。ぼくだけでなく、すべての人がこのようにできれば、もっともっと明るい社会になると、ぼくは思う。
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